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論文内容の要旨
 成熟したラット，マウスの膣上皮は性周期に伴い著明

な変化をあらわすことは既に知られているが，膣上皮の

性周期に伴うアミノ酸の変化に関する組織化学的研究は

みられないのでこれに関する研究を行ない，また膣上皮

の性周期に伴う脂質の変化について研究した．

 実験方法

 dd系マウスを一定の条件下で飼育し，正常な性周期

を認めたioO匹を用いて研究した．

 膣上皮タンパク質の検出法

 アルカリテトラゾリウム反応（Pearse）とテトラゾニ

ウム結合反応（Danielli）を行なった．

 アルカリテトラゾリウム反応は原法と異なる主な点

は，三法ではブルーテトラゾリウム10mgを使用している

が，著者はニトロブルーテトラゾリウム5㎎を使用し，

浸漬時問を原法の60～90分を45分とした．

 この染色法では多くのアミノ酸が反応に関与して赤褐

色に染まるが， 2， 4一ジニトPフルオロベンゼン処

理，過ギ酸処理，塩化ベンゾイル処理など，封鎖あるい

は除去処理を行ない，特定のアミノ酸反応を存続させ，

あるいは除去したのちにテトラゾニウム結合反応を行な

い，処理前のものと比較した．

 脂質の染色法

 クリオスタット切片を製作し，一20℃で保存し，これ

らの切片を10％ホルマリン液で室温で1時間固定し，あ

るいは固定することなく染色した．染色液はズダンWの

エチルアルコール飽和溶液を用い，室温で染色し，また

zaponechtviolettをエチルアルコールに0．5％にとか

し，使用直前にこの溶液をツーイン40の2％水溶液で

200倍にうすめ，37℃にあたためて30分間ないし24時間

切片を染めた．さらに一度十分乾燥させたクリオスタッ

ト切片を固定することなく，直に24時間37℃に保つた生

理的食塩氷中に浸漬してから上記の染色を行なった．

 成績

 本研究の材料として用いたマウスの膣．上皮ではアルカ

リテトラゾリウム反応陽性物質の大部分はシステイン，

またはシステインを有する物質と思われるが，膣上皮の

角化層に本反応が強い．ことにテトラゾリウム塩として

漂法とことなりニトロブルーテトラゾリウムを使用する

と極めてよい結果を得た．

 発情期において膣上皮はもっとも強い反応を示した

が，これはSH基を有するタンパクの豊富な存在を示し

ている．

 また本反応の強弱によって角化層の細胞の分化の仕方

がはっきり認められた．発情問期においてある程度被蓋

層の細胞が分化してきたから，その直下の細胞にアルカ

リテトラゾリウム反応が次第に強くなってくる．つまり

SH基を有するタンパク質が次第に集積してくる．被蓋

層の細胞には本反応は弱いから発情間期において被蓋層

と角化層との分化が本反応で明らかに区別できる．

 被蓋層の細胞で粘液が十分産生されていないものでは

中等度の反応があるが，これは還元性のある糖が関与し

ているものかも知れない．性周期を通じて核小体にはか

なり強い反応：がみられるが，リボ核酸についている糖の

還元性によると思われる．
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 テトラゾニウム結合反応で組織中に含まれるタンパク

質を染色し，またその中に含まれるアミノ酸を特異的に

封鎖あるいは除去してからテトラゾリウム結合反応を行

なってアミノ酸の組織における局在性を組織化学的にみ

ると，被蓋層は発情前期に完成され，粘液多糖類を多量

に含有する細胞よりなり，発情期にはがれるのである

が，粘液が十分につくられていない発情間期においては

多糖類のかわりにタンパクが存在し，その中にはリジ

ン，システイン，ビスチジンが含まれているように思わ

れ，粘液化が進むにつれてタンパクの含有量は次回にへ

る．

 角化層は発情間期に幼若な被蓋層が出来かけた頃から

分化しはじめるようである．この頃から過ギ酸処理後も

テトラゾニウム結合反応陽性物質が認められ，またこの

物質は塩化ベンゾイルおよび2，4一ジニトロフルオロ．

ベンゼン処理により反応性を失い，アルカリテトラゾリ

ウム反応陽性であることから考えて，SH基を有する化

．合物の存在を思わせる．

 発情期と角化が進むにつれてテトラゾニウム結合反応

．の陽性度が高くなる．

 すなわち角化層にはシステインを含むタンパクがかな

り存在するが，過ギ酸処理によりテトラゾニウム結合反

応がかなり弱くなることから考えてシステイン以外めア

ミノ酸も角化層にはか；なり含まれていることが判った．

 発情期以後膣上皮の大部分ははがれるが，基底層の細

．：胞には凡ての性周期に同じような種類のアミノ酸を含ん

．でおり，上皮が分化しはじめると場所により特定のアミ

．ノ酸の合有量が異るようである．

 テトラゾニウム結合反応において核の染色性は色々の

封鎖あるいは除去処理を行なってもほとんど変化はな

．い．これは主として核酸による染色であろう．かくして

．アルカリテトラゾリウム反応ににらみ合せて，存在の可

’能性あるものを（十），本研究における組織化学的手技で

．は認め得なかったものを（一）として表示すると，つぎ

，のようであるi’

         被蓋層 角化層 中間層 基底層

 チロジン    十   十   十  十

 トリプトファン  一   十   十  十

ヒスチジン

リジン

システイン

アルギニン

脂質

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

 クリオスタット切片をホルマリン固定し，中性脂肪を

染めるズダンFで染色しても性周期のいかなる時期にお

いても上皮には染色性を認めなかった．つまり遊離の中

性脂肪は存在しなかった．クリオスタット切片にしてス

ライドグラスに固着せしめ，「度乾燥し，固定をしない

で，37℃の生理的食塩氷に24時間入れて自己消化をさせ

てから10％ホルマリンで固定し，脂質の染色を行なった

が相変らずズダン1Vは全く陰性であった．すなわち細胞

の自己消化によって脂質の遊離をこころみても陰性であ

った．

 しかしクリオスタット切片を自己消化させてから類脂

質を染めるzaponechtviolettで処理すると強く染まる部

分があった．ことに十分角化した層に限局して強い染色

性を示した．被蓋層の十分粘液を有する細胞はほとんど

染らず，中間層，基底層と下にいくぼど染色性は弱くな

った．

 発情期期より発情前期に近づくと被蓋層の細胞が分化

しはじめるが，その幼若被蓋層の細胞の下に，他の部分

よりも濃iくzaponechtviolettに染まる部分がある．以．上

の事実から角化と類脂質との問には密接な関係があり，

角化細胞中には単純な形でなく，おそらくタンパクと結

合した形の類脂質がかなり多く存在することが明らかに

なった．

 要するにマウスの膣上皮は性周期によって構成細胞要

素が異なるが，そこに存在するタンパクの組成にもかな

り差があることが判った．

 また性周期の各時期に遊離の中性脂肪や類脂質は認め

なかったが，新しい方法で他の物質と結合している類脂

質を証明し，これが特に角化層に多量に存在することを

明らかにした．

 以上性周期に伴う膣上皮のタンパク，脂質の変化をは

じめて明らかにした研究である．

論 文 審 査 の 要 旨

 マウス膣のタンパクおよび脂質の組織化学的研究．今まで研究されていないマウス腔上皮の性周期に伴

う特定のアミノ酸，および脂質の変化を組織化学的に研究した．著者は今までのアルカリテトラゾリウム
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反応を改良してニトロブルーテトラゾリウム反応を行ない，アミノ酸を染色し，これに封鎖処理や除去処

理を行なって特定のアミノ酸反応を存続あるいは除去したのちにテトラゾニウム結合反応を行なって処理

前のものと比較して特定のアミノ酸が性周期に応じ，如何に変化するかを組織化学的にみた．

 dd系マウス膣上皮の構成細胞要素の性周期に伴う変化に従って，タンパクの組成も周期的に変化する

ことを被蓋層，角化層，中間層，基底層におけるチロジン，トリプトフアン，ヒスチジン，リジン，シス

テイン，アルギニンなどの有無や増減によって証明した．それと同時に角化層の分化の仕方を明瞭にする

ことができた．・

 脂質についてはク、リオスタット切片のズダンM！glt色を行ない全性周期を通じて遊離の中性脂肪や類脂質

は証明しなかったが，クリオスタット切片を自己消化さしたものをzaponechtviolettで染めることによつ1

て他の物質，おそらくタンパクと結合した類脂質が発情前期の幼若被蓋層下の角化層に限局して現われる

ことを証明し，角化と類脂質との間には密接な関係があることを認めた．

 要するに本論文は腔上皮の特定のアミノ酸，タンパク結合類脂質を組織化学的に研究し，性周期に伴う．

これらの変化を認め，同時に角化層の分化の仕方を明らかにし，角化と類脂質との密接な関係を証明した

もので，この方面の研究に新領域を開拓した貴重な論文である．
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